
回覧 令和６年度高齢者住宅用火災警報器給付事業のお知らせ  

 

事業開始のお知らせがホームページにアップされましたのお知らせします。 

昨年度は５世帯でこの事業により設置をしました。また、昨年度は、６５歳以上の高齢

者世帯が対象でしたが、今年度から世帯構成にかかわらず、６５歳以上の方が就寝される

寝室に拡大されましたので、ぜひ未設置の家庭ではご検討をお願いします。 

 申請は個人でできますが、昨年度同様町内会でまとめて、管轄の飯坂消防署東出張所に

提出したいと考えております。設置を希望される方は、役員に申し出てください。申請書

をお持ちします。 

 

＜住宅用火災警報器を取り付けましょう。＞ 

住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を感知し、音や音声により警報を発して火

災の発生を知らせてくれる機器です。 

住宅火災における死者は、約 7割が 65歳以上の高齢者となっています。 

住宅用火災警報器を設置することで、火災発生時の死亡リスクや損失の拡大リスクが大幅

に減少します。 

平成 23年 6月 1日からすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化されていま

すが、令和 5年 6月 1日時点の福島市における住宅用火災警報器の設置率は 80％（全

国平均 84.3％、福島県平均 80％）、※条例適合率は 66％（全国平均：67.2％、福島

県平均 61.5％）となっており、条例に適合した設置は依然として少ない状態です。 

※条例適合とは、火災予防条例で設置が義務づけられている「寝室」、「寝室が 2、3階

にある場合は階段の天井」に設置されている割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


